









パキス タン構想 と民族問題 lTl
ラー フル サーンク リテイヤーヤン
4.パキスタンとイン ド













うわけて水飲み場に入つた。するとどうだろう。こともあろうに, 日きひろき」 ヒンドウー 教徒が
この紳士に対して,屋外へど1てカンカン照りの路上に立ち,木製の長い樋に手をあてて,手です ぐ









絶する。我々の民族指導者達が,カー ヤスト とかラージプート とかブラーフマン とかいつた
殻を破ろうとしないかぎり1統一インドという単一民族の形成を,少なくともそうした指導者連中




は皆, この民族主義の時代にあつて, ヒンドウー 教教義の名の下に行なわれているのである.これ
が狂信性でなくて何であろうか。
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えある事例として,鳥羽嶺次郎著『 にがいインド』 (読売新聞社, 1970年)P.37～40を
参照 .
4 KtyaStll 教育程度が高く,知的活動に従事する者が多い。御l刊号P,62～63を参照 .
5 Rttjutヴァルナ (種姓)tll序列ではバラモンに次ぐクシヤトリアに属するとされ, ヒンド
ウー 社会で高い地位を占める。自らは古代のクシヤトリアの直系であると自認し,それを証拠づけ
る様々な伝説を持つている。しかし,その起源については, 5。6世紀頃中央アジアから侵入して






























・%作成した.この専門用語集についてウル ドウー 語を使うイスラム教徒の中には, サンスクリツ




























しかし,そのような言語紛争にしても, ヒンデイー 語対ウル ドウー 語だけとは限らない。












3 111■hallnLd LI Sauda(1731～80) デ リー に於ける初期のウルドウー 語詩人.聖者
王侯を称讚するカスイー ダという詩体の第一人者とされ,他方′ムガール朝の腐敗,役人の不正を
痛烈に皮肉つたことでも知られる.
尚, インド文学史について詳しくは,田中於克弥編『 世界の文学史9 インドの文学』明治書院
1967年(ここで関連のある近世以降の文学史は坂田貞二氏の分担執筆)を参照。














大学学報』第13号(1963年)。 同 レ キヾスタン国家形成におけるイスラム思想の役割」『 東






7 Gosvami n■s das(1523?～ ? ) パクテイ信仰の一派ラーマ信仰に基いた代表作




8  」ayζttiar Prasad(1890～1987)ヒンディー 語詩人,小説家 戯曲家.連合州べ
ナレス出身.ニラーラー,バント等と並ぶチヤーャーヮード(陰影主義)の詩人で, ブラジ方言と
















近代ヒンデイー語の組織的な普及運動は, 1898年のナー ガリー 文字普及協会 the mgari
Pracharani S山L(ベナレス)を以 つて始 まつた。イン ドの民族意識の覚醒 さ昂場に ともない19
10年には政治的色彩 を帯びた会議派系の ヒンデイー語文書会議 thO Hindi Sahitya Sallune■an k
HSS)(アラハバー ド)が設立 され,ガンデ イー等 もこれに参カロした。しか し, このHSSは,
次第にヒンドウー ●サンスクリツト文化を偏重し純粋 (すなわちサンスクリツト化された)ヒンデ
イー 語に固執する一派に牛耳られるようになり,ついにガンディー ,ネルー等はHSSを脱退し,













詳しくに1,    」yotinctra Das  Gupta  & John  J. Gul■perz 
″Languago,  001munication
and  Oontro■  in North  lndia″ ′ LAlfGUAGE  PROBIEM8  0F E口電ヽLOPING l」ATェONS ′  。d.
by Now York, 1968を参照。 本項御 を参照 .
グジヤラー ト語 インド0ヨーロツパ語族.現在,グジヤラー ト州公用語.主にグジヤラニ ト州
で話され, グジヤラート人が多数移住したボンペイ市とその周辺でも話される.シヨウラセーニ語
(創刊号P。 150)4参照)から発展したナー ガル●アパブランシヤ語が更に発展した言語. 12,
3世紀頃からグジヤラー ト語作品が現われ始めた.文字は, ヒンデイー 語のデーヴアナーガリー 文
字によく似た固有のグジヤラート文字。言語人口1964年現在約2030万。 (Dr.Bho■ana協














ンガル人の母語ベンガル語に対する誇 りは極めて高 く,独立後の西ベ ンガル州は, ヒンデイー語公
用語化反対運動の最も激 しい地域の1つ。文字は固有のベンガル文字.言語人口は1961年現在
約8400万。
1l  a■―Farab、 Abu Na,r MulammaO b,Mu h arllm a a (870頃-950 AD.
) イプン●セーナー (ラテン名Avic onlla)以前のイスラムの偉大な哲学者.アリストテレスの
注解者とヒ′て有名。彼は「範疇論」。「第一哲学」。陽二哲学」など注解し「第二の教師」aト
温``a■im al―tha五即ち,アリストテレスの後継者と称される。 (『東洋史辞典』創元社, 19
61年)
12 1bll hshd,Ablt a■―Wa■id卜mLnllrad b。■md(1126～98AD)  合理主義的
立場に立つイスラム法哲学者.アリストテレス哲学の最後で最大の注釈家として名高く,イスラム
世界での積年のアリストテレス研究の遺産をまとめて,中世ヨーロツパのスコラ哲学に引き渡す役
割を果した。 (嶋FI襄平「 イスラム思想の発周 『 講座東洋思想7 イスラムの思想 』東大出版会
1967年,P。109～11)
③反民族的ということ






















( Wi]fred cantwol■Smith, ` Modern ls■am in lndia｀, 1 94 6, PP。 2 3 5-24 5 ;




























































めガンデイーの了解を取りつけた (43年3月)上で, Raj agOpa■ach va'S FOrlu■a としてムス
リム連盟総裁ジンナーに対して提示した (44年4:月8日)が,拒絶された (44年6月30日).
(Beni Prasaa` Oolnlntma■Sett■emO , ｀ Bombay, 1 944, P, 3´V5など)
4 当時の議長ば, Khan l俎l o l■Khan












かな残党は会議派とムスリム連盟の間をさまよつた。 (W O o Smith,抑id o PP.224～2 8
etc。 )




てアーザード。ムスリム評議会 (tho Azad Mh8■■m BOard)を設け, コミ■ナル問題解決を訴えた。
しかし, 1942年10月に至つて同会議々長は, インド解放に関しては (連邦からの)離脱に関





































そうなれば, ウル ドウー 語は,単に各地域相互の共通語として残るだろう。東パキスタンのイスラ
ム教徒達に対 しても,パキスタン国家の大義名分を以つて固有の言語を奪い, ウル ドウー 語を強誇J
してはならない.また一方でll‐ ,パキスタンには11もの民族が存在するのだからイスラム教徒た
ちはパキスタン西求を取下げるだろう などと誤解をしてはならない。イスラム教徒がパキスタン


























普段マガヒー語, マイテイリー 語, ボージプリー 語4を使つている人々に,母語の代りにヒン
デイー語を押しつけたりしないで,彼らが現に使つている母語を教育媒介語としさえずれば,全〈
新しい展望が得られるのだ.すべての文盲の農民に, 3日間で文字を習得させ, マガヒー語やマイ



























Bnhui  ドラヴイダ語族.東部バローチスタン地方 (カラー ト及びチキガル)で話され,言語
人口は約36万。周辺のバローチー語の影響を大きく受けている。
12
血ltani インド●アーリアン支派の一。西部パンジャブ語 (ラハンダー語)の南部方言で, ム
ルターン市周辺で話される。言語人口は1921年現在約234万.
西部パンジヤブ語  別名ラハンダー語など。インド0アーリアン支派の一。西バンジヤブ地方













Hutt a  正し〈はBurushtth語, もし〈は鶴 ′juna語と呼ばれる。パキスタンの西北辺境州の
Hunza llagar地方に話される言語で系統不明の言語とされている。
2 先住種族民 (印。ad ivasi,英O aborigim■trttes)  森林0山岳地帯に住み原始的な
一―外界の一般のインド人に比べて極めて遅れた一一生活を営んでいる様々な少数民族の総称。太
古にはインド亜大陸に広く居住していた力ヽ アーリア人, ドラヴイク次等によつて森林 。山岳地帯




















(``Handb。。k on Schedu■od Castes and Schedu■Od Tribos 
｀
, Govenrnont of lndia,  1 9 6 8な
ど)
3 Mul■da,mp、urao(ar枷`。,英Oraons) 各部族の母語,言語人口 (1961年現在
)は次の通り 。 ムンダー族 :南アジア語族モン。クメール語派ムンダー リー 語 (血mari),約1
00万.サンタール族 :同サンタール語 (Sa市a■i),約325万.ホー 族 :同ホー語 (H。),約
65万。アーラーンオ族 :ドラヴイダ語族北 ドラヴイダ語派クルク語 (Kurulch),約114万。 (
`Ha ndboolc O。ウ ｀, 前掲)
4 いずれもビハ ルー州に話される。倉J刊号P。 14, 15のぼ8,(71を参照.
0)ソヴイエト連邦の諸民族
ロシアでは,ツアー政府に代つて人民支配を確立するや, ソヴイエ ト政府は,人民の識字化に









政府は,文語 トルコ語に対する幻想を捨て, 5つの地方語一一 トルコマーン語, カラーカルパク語
ウズベク語,キルギス語,カザク語一一の採用に踏み切らた.ぅちでカラーカルバク語の言語人口
は高々5万人であろう。カザク地方,キルギス地方, ウズベク地方, トルコマーこ地方は, ソヴイ
エト連邦の16の所謂民族自治区に属L, ソヴイ‐エト法の規定lFCよつて,随時: ソヴイエト連邦か
ら離脱できることになつている.
ソヴイエ ト連邦には百を越す民族が存在 し¨ 同数の言語がある。多民族連邦であることは,何
ら恥ずべきことではない, とソヴイエ ト人民は考えている。それどころか, このことによつて,む
しろソヴイエト文化が豊かになつたと解している。今日,そのす ぐれた成果を,我々 は眼の当りに






に9人の文盲の詩人を取上げてみよう.スタリスキ ・ー スレイマン・ は, ダゲスタン (コーカサス
)の文盲ではあつたが天分に恵まれた生来の詩人であつた。赤色革命以前にも彼は数多〈の作品を












































































}(チヨー ター 。ナー グプル)
(0ホー
(9)サンタール                  サンタールパルガナー











































(31ヒンデイー語,(2)ウル ドウー 語,(3)英語, このように合計73民族が存在する。
原誰☆  重出の州 O民族自治区には番号 を付していな´。
ヒンデイー語は地方語としてはメーラー ト。コミツシヨナリーの言語である。文語ヒンデイー




















については, レーニン等は強く反対している。このような案は, ロシアに於いては, 19C.末か
ら200。にかけての多民族国家オーストリア帝国の民族主義者の主張を援用して,ロシアのユ.ダ
ヤ人労働者組織ブンド派力、「




くわし〈は, レー ニン著川内唯彦訳『 民族問題にかんする批判的覚書他』 (国民文庫117)
大月書店, 1953年,及び, スター リン著全集刊行会訳『 マルクス主義と民族問題』 (国民文庫
203)大月書店, 1953年を参照。
訳 。註  遠藤 格,秦 智
パキスタン構想についての補足訂正
創刊号P.14で,パキスタン構想は, 1980年のムスリム連盟における汎イスラム主義詩
人ムハマンド0イクバールの「 イスラム。ランド」提案に端を発すると言われる, とのべたが, こ
の点に関して若千訂正をL.ておきた1/・. 〔註者 〕





オ■‐でνゝる。 (D. Koer, Dr.Anbedka r i Life alirl Mission, Bombay,  1 9 7 1,  PP. 1 1 6′
121f`, 148, 152) このようなムスリム独自の州の要求の積み重ねの中に,イクパー
ルの「ムスリム住民が過半数を占める北西インド (バンジヤーブ,北西国境州,スインド,バルチ
スターン)を,単一の`Stato｀に統合する`North West lndian ms■im st te｀ の樹立をゴヒ西
インドのムスリムの最終日標とする」 (加賀谷寛。前掲論文P.47の`Spoochos arld StatenЮnts
Of ltta■〕 P。 12からの引用)という示唆を位置づけるのが妥当だろう.前述の「端を発する」
という表現は,パキスタン運動の展開を理解する上で,極めて不適切だと思われるのでことに訂正
しておきたいと思 う.
19
